
 
 
 
 
 
 
 
 
 病害虫防除 
（１）赤さび病（きたほなみでは必須） 

赤さび病は高温多照で発病が助長されます。「きたほなみ」で
は上位３葉の発病が収量に影響することから、上位３葉を赤さ
び病から守ることが必要です。  

(２) 赤かび病 
 赤かび病は有害なかび毒デオキシニバレノール（ＤＯＮ）を作
ります。かび毒濃度 1.0ppm を超えると小麦は食用として流通
できません。 
開花時期が最も感染しやすいため、薬剤散布のタイミングは「開

花始」に１回目の防除をしましょう。（図 1）、その後、開花始７
日後に２回目の防除を行い、3 回目については、春まき小麦のみ
実施しましょう。 
また、降雨が続く場合は薬剤散布回数を増やすなど状況にあわ

せて防除をしましょう。 
（３）うどんこ病 

うどんこ病防除は茎数が多く蒸れやすい条件や雲雨天が続く気
象条件は発病しやすいため防除を行うようにしましょう。また、
耐性菌の出現防止のため同 RAC コード（農薬の効き方の種類ごとに分類し、数字とアルファベッ
トで標記したもの。）薬剤の連用は避けましょう。 

（４）アブラムシ類 
 出穂以降はアブラムシ類の防除時期となります。出穂 10 日後頃に 1 穂当たり７～11 頭寄生する
（寄生穂率が 45％を超える）と減収の要因となります。 
 
表 1 防除薬剤例                         

防除時期 対象病害虫 薬剤名 RAC 
使用倍率 

(倍) 
使用時期 
使用回数 

開花始 
赤かび病 
赤さび病 

うどんこ病 
シルバキュア FL 

 
３ 

 
2,000 倍 

 
収穫 7 日前 

２回 
   

開花始 7 日後 

赤かび病 
赤さび病 

うどんこ病 
ミラビス FL 7 1,500 倍 

収穫 7 日前 
2 回 

アブラムシ類 トレボン乳剤 3A 2,000 倍 
収穫 14 日前 

2 回 

開花始 14 日後 
（春まき小麦のみ） 

赤かび病 
赤さび病 

うどんこ病 
シルバキュア FL 3 2,000 倍 

収穫 7 日前 
2 回 

※３回目の防除は春まき小麦の方は実施しましょう。（秋まき小麦は 2 回目まで） 
            
        ～農薬の安全使用基準を遵守しましょう～ 
        ～小まめに水分を取るなど熱中症対策をしましょう～ 
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図 1 赤かび病防除開始時期 


